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左
か
ら
亀
川
副
学
長 、
牛
窪
氏 、
塚
本
氏 、
井
上
氏 、

福
井
副
学
長 、
田
中
氏 、
島
田
理
事
長

文京学院大学開学30周年記念シンポジウム

渋沢栄一に学ぶ
現代の大学教育

。看護学研究科開殷..,
教育的看護実践能力の育成を目指し

只
℃

0 0 

横田素美看護学研究科委員長・教授゜

2021 年 4 月、新たに文京学院大学大学

院看護学研究科を関設することができまし

た。

設置認可を頂いた時期が昨年10月でし

たので、募集期間も限られ、本年度の入学

生は4名に止まりましたが、いずれの院生

も、新たな知識の修得と看護現 象を熟思で

きる力の鍛錬に鋭意努力しています。

看護は、あらゆる年代、あらゆる健康レベルの方を対象と

して、対象者自らが健康を保持・増進、あるいは回復してい

ける力を獲待することを支援する役割を担っています。 しか

しながら、自己管理力を対象者が獲得できるように支援する

ことは、決して容易ではなく、看護実践の中でも高度なもの

です。

そのため、本研究科は、自己管理力に必要な意思決定や

行動変容を支援する教育的な看護実践力を修得し、臨床現

場にその研究成果を還元できる人材の育成を目的として開設

しました。

また、最期まで対象者が、尊厳ある存在として生活できる

ことを支援できる高い倫理観を備えた人材を輩出していきま

す。

g
横田委員長

くふじみ野キャンパス＞
父京学院大学人間学郎・保健ヤ＿涌北妙胆哨〖
／大学院／文京学院大学ふじみ野幼稚園
〒356-8533 埼這ふじみ野市亀久保1196

匹大 049-261-6488 幼 049-262-3806

＜胴込キャンバス〉
文京学院大学女子高等学校／文京学院
人·· べ子巾学校
〒 113-8667 東京都又京区本駒込 6-18-3
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当
日
は 、
川
越
仁
恵
経
営
学

部
准
教
授
の
司
会
に
よ
り 、
ま

ず
櫻
井
隆
学
長
が
挨
拶 。
続
い

て 、
島
田
昌
和
理
事
長
／
渋
沢

研
究
会
代
表
が
「
渋
沢
栄一
の

社
会
像
か
ら
み
た
硯
代
教
育」

を
滅
題
に
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た 。
渋
沢
が
考
え
て
い
た

社
会
の一
っ
と
し
て
「
家
柄
や

出
自
で
決
ま
る
の
で
は
な
く 、

個
人
の
持
つ
意
欲・
能
カ・
オ

覚・
覚
悟
で
評
価
さ
れ
る
誰
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
社
会」
を

紹
介 。
さ
ら
に
「
大
学
教
育
は

令和3年(2021年）
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当
日
は 、
同
大
学
東
洋
学
部

の
学
生
14
名
と 、
本
学
学
生
13

名
が
参
加 。
自
己
紹
介
や
他
己

紹
介
で
お
互
い
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
っ

た
中
で 、
本
学
学
生

が 、
一
日
の
過
ご
し
方
や
ゼ
ミ

ナ
ー

ル
活
動 、
大
学
周
辺
の
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や 、
日
本
の

完

文
化 、
四
季
に
つ
い
て 、
日
本

語
で
丁
寧
に
紹
介
し
ま
し
た 。

＂
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掲載された美術教科書表紙

同
大
学
生
か
ら
は
「
大
学
で
は

何
を
学
ん
で
い
ま
す
か」
「
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
来
て
く
だ
さ

い」
と
日
本
語
で
メ
ッ

セ
ー

ジ

が
あ
り
ま
し
た 。
「
と
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん」
と
い
う
日
本
語

独
特
の
表
現
も
流
鴫
に
話
す
同

大
学
生
に 、
本
学
学
生
も
驚
き

な
が
ら
も 、
会
話
が
弾
み 、
両

大
学
生
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
1

時
間
半
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
と
な
り
ま

し
た 。絵

葉
書
で
交
流
を

し
た
プ
ル
ガ
リ
ア 、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

大
学
か
ら
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
流
希
望

が
あ
り 、
今
後
も
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新

し
い
国
際
交
流
を
実

施
し
て
い
き
ま
す 。

ォ
ン
ラ
イ
ン
交
流

に
参
加
し
た
本
学
外

国
語
学
部
2

年
（
当
時）
の
尾

崎
慶
太
郎
さ
ん
か
ら 、
次
の
コ

メ
ン
ト

が
届
き
ま
し
た 。
「
手

紙
の
や
り
取
り
は
中
学
生
の
頃

以
来
で 、
殿
近
は
書
く
こ
と

も 、
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た 。
そ
の
た
め 、
異

国
の
会
っ

た
こ
と
も
な
い
方
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
絵
莱
書
を

受
け
取
っ

た
時
は
不
思
議
な
感

覚
で
し
た 。
今
回
は
絵
葉
書
で

交
流
を
図
っ

た
相
手
と
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
会
う
初
の
機
会
で
し

た
が 、
ア
ル
フ
ァ

ラ
ビ
カ
ザ
フ

国
立
大
学
の
学
生
全
口
が
日
本

語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
を
つ
と
す
る
意
欲
が
と
て
も

華
く 、
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し

た 。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
今
後

も
活
か
し 、
外
国
の
方
と
積
飯

的
に
交
流
を
図
っ

て
い
き
た
い

で
す」
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5
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

守
ら
れ 、
声
を
あ
げ
ら
れ
る「
了

た 。
以
下
は
そ
の一
部
で
す 。

「
地
域
連
携
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
フ

ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち」
を
目

「
海
外
の
子
ど
も
の
様
子
や

ミ
コ
ム」
（
文
京
ヌ）
主
催
の

指
し
て
い
ま
す 。

権
利
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

ラ
イ
プ
配
偏
「
フ
ミ
コ
ム

1
9
8
9

年
に
国
連
で
採
択

か
っ

た
で
す 。
子
ど
も
の
声
を

c
a
f
e

オ
ン
ラ
イ
ン」
に 、

さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条

丁
寧
に
聞
き 、
一
諸
に
考
え 、

偽
語字
部
の
甲
斐
田
万
智
子

約」
を
日
本
が
1
9
9
4

年
に

一
緒
に
行
動
し
て 、
一
綺
に
ゴ

覧
が
登
壇
し
ま
し
た 。

批
准
し
て
四
半
世
紀
が
経
過

ー
ル
に
向
か
い
た
い
と
思
い
ま

同
イ
ベ
ン
ト
は 、
「
こ
ど
も

し
て
い
ま
す
が 、
残
念
な
が
ら

し
た 。
発
言
を
頼
制
せ
ず
に 、

の
日」
に
際
し 、
子
ど
も
に
や

「
子
ど
も
の
貧
困」
や 、
若
年

相
談
し
や
す
い 、
思
い
を
言
い

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

層
の
巨
殺
率
の
高
さ 、
児
童
虐

や
す
い
環
境
や
機
会
を
つ
く
る

私
た
ち
大
人
は
何
が
で
き
る
の

待 、
性
的
搾
取
な
ど 、
子
ど
も

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す 。

か
を
参
加
者
と
共
に
考
え
よ
う

が
直
面
す
る
問
題
は
深
刻
化
し

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

と
い
う
も
の
で
し
た 。
甲
斐
田

て
い
ま
す 。

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

一

霞
は 、
子
ど
も
の
人

想
国

今
回
の
「
フ
ミ
コ
ム
C
a
f

で
す」

際
協
力
な
ど
を
専
門
分
野
と

e
オ
ン
ラ
イ
ン」
で
甲
斐
田
教

し 、
認
定
N
P
O
法
人
国
際
子

授
は 、
子
ど
も
を
知
識
や
経
験

．

ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

（
C
ー

が
な
い
未
熟
な
存
在
と
し
て
差

R
i
g
h
t
s)

代
表
理
事
で

別
す
る
の
で
は
な
く 、
権
利
の

・4.

も
あ
り 、
子
ど
も
が
暴
力
か
ら

主
体
と
し
て
見
つ
め
直
す
こ

と

そ
し
て

子
と
も
が
辛
い

—

|＇

‘

、
‘

目
に
あ
っ

た
時
は 、
身
近
に
相

ま
5
楳
3

陀
固
で

頑豆 ？
マ
u-＿
ら
中

談
で
き
る
人
が
い
る
こ
と 、

if

闊
の
取
組
み
方
に
つ
い
て
疑

3ゞ-e

問
に
屈
っ

た
時
は 、
安
心
し
て

意
見
を
言
っ

た
り
話
し
合
え
る

場
が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
t
. .

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た 。

参
加
者
か
ら
は 、
た
く
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

「
渋
沢
栄一
に
学
ぶ
現
代
の
大
学
教
育」
を
テ
ー

マ
に
「
本
学
開
学
30
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム」
が
6

月
19
日 、
仁
愛
ホ
ー

ル
に
て
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
プ
同
時
配
信
の

腐
で
開
催
さ
れ 、
登
壇
者
が

欝
へ
の
頷
い

畜
り
ま
し
た 。

『
人
と
し
て
の
向
上
心
を
持
つ

ベ
ー

ス
を
傭
え
た
人
材』
『
組

房
枠
を
超
え
て 、
人
と
価
値

を
共
有
す
る
こ
と
で
結
び
つ

き 、
協
力
体
制
を
構
築
で
き

る
人
材』
を
育
成
す
る
役
割
が

あ
る
こ
と」
な
ど
を
説
い
た
渋

沢
の
言
葉
に
触
れ
ま
し
た 。

続
い
て 、一
橋
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
の
田
中一
弘

教
授
か
「
渋
沢
栄一
の『
2

つ

の
道
理』
か
ら
み
た
現
代
教

育」
を
演
題
に
苗
調
講
演
を
行

い
ま
し
た 。
「
渋
沢
と一
橋
大

学
と
の
関
わ
り」
を
皮
切
り

に 、
「『
道
理』
を
大
切
に
し
た

覧」
と
し
て
「
人
は
何
よ
り

も
ま
ず 、
道
理
を
明
ら
か
に
せ

ね
ば
な
ら
ぬ」
「
道
理
正
し
い

私
利
で
あ
れ
ば 、
私
利
即
ち
公

益
で
あ
る」
と
い
う
言
葉
を
紹

介 。
さ
ら
に 、
「
合
理
と
倫
理
の

2
つ
の
道
理」
「
学
問
と
実
際

の
密
羞
（
学
部
・

社
会
人
教

育）」
な
ど 、
渋
沢
が
現
代
の
大

学
教
育
へ
示
唆
し
た
内
容
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た 。

そ
れ
ら
を
受
け
て
行
わ
れ
た

バ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
で

は 、
本
学
の
亀
川
雅
人
副
学
長・

特
任
教
授
／
立
教
大
学
名
誉
教

授
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー

に 、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
島
田
理
事
長 、

田
中
氏 、
み
ず
ほ
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー

プ
名
誉
顧
問
の
塚

本
降
史
氏 、
清
水
建
設
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
の
井
上
和

幸
氏 、
イ
ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ

代
表

取
締
役
／
立
教
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

客
員
教
授
の
牛
窪
恵
氏
（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加） 、
本
学
の
福
井

勉
副
学
長
・

教
授
が
登
壇 。

欝
研
究
会
会
員
で
あ
る
塚

本
氏
は 、
渋
沢
が
説
く
「
道
偲

経
済
合一
」
の
価
値
観
に
共
嗚 ゜

維
新
後
の
日
本
に
あ
っ

て
産
業

振
興 、
教
育 、
社
会
事
業 、
民

問
外
交
な
ど 、
時
代
の
直
面
す

る
難
類
に
挑
戦
し
続
け
た
渋
沢

の
使
命
感
と
気
概
に
学
び 、
現

代
に
生
き
る
我
々
が
担
う
べ
き

高
い
志・
ミ
ッ

シ
ョ

ン
に
迫
り

ま
し
た 。

井
上
氏
は 、
1
8
8
7

年
か

ら
約
30
年
間 、
渋
沢
が
同
社
相

談
役
と
し
て
経
常
指
導
を
行
っ

た
こ
と
に
触
れ
ま
し
た 。
渋

沢
の
『
論
語
と
算
盤』
を
「
社

是」
と
捉
え 、
そ
の
精
神
が 、

同
社
共
遥
の
経
営
姿
勢
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
る
様
子
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た 。

牛
窪
氏
は 、
渋
沢
が
世
界
的

な
経
営
思
想
家
ド
ラ
ッ

カ
ー

の 、
現
代
の
S
D
G
S
に
も
繋

が
る
「
社
会
的
責
任」
の
概
念

に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
触

れ
ま
し
た 。
さ
ら
に 、
設
立
に

尽
力
し
た
富
岡
製
糸
場
に
お
い

て
「
女
性
の
活
躍
推
進」
の
碗

と
な
っ

た
試
み
に
つ
い
て
力
説

し
ま
し
た 。

福
井
副
学
長
は 、
渋
沢
の「
人

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
や
社
会
の

一
貝
と
し
て
責
任
を
果
た
す

利
他
恩
想
の
根
幹
は 、
教
育
に

施
用・
活
用
で
き
る
視
点
で
あ

る」
と
考
え 、
今 、
求
め
ら
れ

る
教
育
実
践
の
在
り
方
を
渋
沢

の
思
想
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
想

い
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た 。

来
場
者
は
熱
い
議
論
に
燕
心

に
耳
を
傾
け 、
時
が
経
つ
の
を

忘
れ
て
心
ゆ
く
ま
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た 。
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環
境
大
臣
感
謝
状

息

胃

塵
部
の

喜

信
彦
教
授
は 、
令
和
3

年
3

月 、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
方
法
に

関
す
る
顔
境
省
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し 、
技
術
的
助
言
を

提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
19
団

体・
4

個
人
の一
人
と
し
て「
躙

塙
大
臣
感
謝
状」
を
受
領
し
ま

し
た 。古

谷
教
授
は 、
環
境
省
が
作

成
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
方
法
を
決
定
し 、
医

療
機
関 、
処
理
業
者 、
一
般

家
庭
に
対
す
る
周
知
資
料」

の
中
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
点
に
つ
い
て 、
珊
境
省

か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け 、

古
谷
教
授
の
専
門
で
あ
る
感

染
学・
感
染
制
御
学
の
観
点

か
ら
科
学
的
根
拠
に

基つ
い

て
回
答
し
て
き
ま
し
た 。

古
谷
教
授
は
次
の
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
ま
し
た 。
「
廃
棄
物
は

処
理
業
者
が
収
集 、
運
搬
し 、

欝
し
ま
す
が 、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
家
庭
で
療

養
さ
れ
て
い
る
場
合
は 、
通
常

で
も
地
震
発
生
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
「
初
動」
に

内
容
を
絞
り 、
ま
た 、
読
ま
ず

に
内
容
が
瞬
時
に
理
解
で
き
る

よ
う一
目
で
わ
か
る
「
イ
ン
フ

ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク」
を
活
用
し

て
英
語
版
・

中
国
語
版
・
日
本

語
版
(
P
D
F
版
の
み）
を
制

作
し 、
発
表
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
で
す 。

の
廃
棄
物
と
感
染
性
廃
棄
物
が

分
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん 。
処
理
業
者
に
集
団

感
染
が
起
こ
っ

た
場
合
は 、
廃

棄
処
理
が
滞
り 、
感
染
性
廃

棄
も
医
療
機
関
あ
る
い
は
家

庭
内
で一
時
保
管
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
が
生
ま
れ 、
感
染
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す 。
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
っ

に
舞
境
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
方
法
の
決
定
と 、
医
療
機

関 、
処
理
業
者 、
一
般
家
庭
に

対
す
る
そ
の
周
知
資
料
の
作
成

に
協
力
い
た
し
ま
し
た」

e
'
書
に
輝
載
外
日

命

品

屑――ュ
ア
ル」

本
学
が
2
0
1
6

年
に
制

作•
発
表
し
た
外
国
人
向

け
「
地
展
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル」

が 、
令
和
3

年
度
か
ら
使
用
さ

れ
る
開
隆
堂
出
版
の
「
中
学
校

(
2
.
3

年
生
用）
美
術
教
科

書」
に 、
「
安
心
と
安
全
の
デ

ザ
イ
ン」
の一
例
と
し
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た 。
中
学
校
美
術
の

贅
書
へ
の
掲
載
は 、
今
回
が

初
め
て
と
な

り
ま
す 。

同
マ
ニ
ュ

ア
ル
は 、
地

震
の
経
験
や

防
災
知
識
が

薄
い
外
国
人

r 
.. 
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「地震防災マニュアル」掲載ペー ジ

-
Et
デ恐甜
冤

芸
迄
巳

屠――
で
浪
沢
を
暉
る

しす
に

オンライン交流で絵葉書を見せ合う学生たち

i 
（上から2段目左端）甲斐田教授

本学は、 3年に一 度学生がユ ーラシ

ア大陸諸国を訪問し、各国の大学との
様々な交流活動を行う「新・文明の旅」

プログラムを実施しています。 本来な

らば昨年度第 4回目を実施予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大によ

り難しい状況となり、1年延期をして今

年度 4月より授業を再開しました。

第4回目のテーマは「持続可能な未来

に向かっての学び～幸福とは何か～」で

す。学生は訪問予定国のタイ王国、 カン

ボジア王国、インドネシア共和国が抱

える社会問題について現状を知り、持

続可能な未来に向かって我々ができる

ことについて学んでいきます。前期授

業では、訪問国の駐日特命全権大使に

よる講義等を実施し、3カ国について調

査・研究をし て理解を深めます。後期

授業では、前期で学んだ知識を活用し

て、学部・学年の枠を超えて協働しな

がら、プレゼンテ ーション等のアウ ト

ブット中心の授業を実施します。

6月1日には、駐日 カンボジア王国

のウン・ラチャナ特命全権大使が来校

し、受講生約60名に対し「Lecture

on The Kingdom of Cambodia」を タ

イトルに講義を行いました。 今後も新

型コロナウイルス感染状況を見なが

ら、学生の多種多様な学びや、海外の

学生と の交流を深めることができるプ

ログラムを展開していきます。

ラチャナ大使（右中央）と本学教員の会談

ラチャナ大使による講義

e

EHAGA

K真直闊

羹
施
し
て
い
ま
す 。
絵
墨
累
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
フ
ァ

ラ
ビ
カ
ザ
フ
国
立
大
学
と 、
2

月

26
日
に 、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
ま
し
た 。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
e
大
学
と

オ
ン
ラ
イ
ン
交
琉
実
施

晟
に
寄
与
す
る
こ
と

と
し
て 、
連
携
協
定

い
た
り
ま
し
た 。

殷
方
の
関
係
者
が
見

ざ，＇
に

小
林
惑
人
ふ
じ
み
野

嵐
会
議
長
（
当
時）
と
櫻
井

陸
長
が 、
連
携
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た 。
同
協
定
に
基
つ

き 、
人
材
の
交
流
及
び
育
成 、

大
学
図
書
館
と
議
会
図
書
室
と

の
連
携
や
市
議
会
の
政
策
形
成

Q21
日 、
本

人
材
の｛

…

…

…

■

学
は 、
ふ
じ
み
野
市
議
会
と
の

を
目
的

連
携
協
定
を
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン

締
結
に＇

バ
ス
に
て
締
結
し
ま
し
た 。

当
日
1

本
学
と
ふ
じ
み
野
市
議
会

f
21、

は 、
相
互
の
連
携
協
力
の
下
に 、

今
後
の
社
会
を
担
う
学
生
と
議

会
と
の
関
わ
り
合
い
や
議
芸
と

地
域
の
大
学
が
関
わ
る
人
材
交

流
を
図
る
基
盤
を
整
備
し 、
地

域
貢
献
及
び
社
会
貢
献
を
担
う

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
連
携

頼
化
を
推
進
す
る
こ
と
で 、
学

生
は
よ
り
身
近
に
議
会
の
活
動

を
知
り 、
ふ
じ
み
野
市
が
砲
え

る
課
題
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
知
る

こ
と
が
可
能
と
な
り 、
ま
ち
づ

く
り
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
学
習
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す 。
本
学
は
今
後
も
学

生
の
学
ぴ
の
視
野
が
広
が
る
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す 。

ふじみ野市議会と文京学院大学との
連携に関する協定書 締結式

（左から）小林議長（当時）、櫻井学長

5
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
タ

シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
（
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン）・
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
中
高
等
教
育
省
共
催
の
学

術
国
際
会
議
に 、
経
常
学
部
の

絹
JI
直
良
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン

五
瑣
し
「
日
本
の
金
融
市
場

の
発
展
C
O
VI
D'
19
の
影
響� 絹川教授

新
興
経
済
国
に
向
け
た
日
本
の

経
験
と
そ
の
意
義」
を
テ
ー

マ

に
6

人
の
基
調
講
涸
者
の
1

人

と
し
て
発
表
し
ま
し
た 。

タ
シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
と
本

学
は 、
教
育 、
研
究 、
そ
の
他

の
関
連
分
野
に
お
け
る
交
流

・

男
を
目
的
と
し
て 、
2
0

2
0

年
1

月
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
ま
し
た 。
今
回
の
学

術
国
際
会
議
は 、
「
親
代
社
会

に
お
け
る
企
業
経
営 、
経
済 、

技
術 、
社
会
科
学
の
頭
化」
を

テ
ー

マ
に
掴
え
て
開
催
さ
れ 、

当
日
は
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ

た
経
済・
経
常
を
専
門
と
す
る

研
究
者
が
登
壇
し
ま
し
た 。

絹
川
教
授
は 、
次
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す 。
「
今

回 、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い

て
I

M
F
Q
磁
謡
貨
基
金）

が
公
開
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
に
も
目
を
遥
し
ま
し
た

が 、
日
本
の
経
験
を
活
か
せ
る

領
域
は
非
常
に
広
い
と
感
じ
ま

す 。
タ
シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
と

の
交
流
を
深
め
る
過
程
で 、
意

見
交
換
の
場
が
拡
が
る
こ
と
に

期
待
し 、
私
も
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す」

ベ
キ
ス
タ
ン
の
学
鰤
日
匹
会
議

e
ウ
ズ

絹
Jn
教
授
が

晶

ロ ロ



三 三 口

じ
め 、
創
玄
理
事
・

監
事
・

参
与
・

評
議
員
21
名 、
審
査
員

39
名
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た 。
そ
の
結
果 、

本
校
の一一一
浦
叶
夢
さ
ん
（
現
高

3
萩
）

が
「
大
会
委
貴
長
賞」

を
受
賞
し
ま
し
た 。

同
大
会
は
例
年 、
国
内
外
か

ら
3

万
点
を
超
え
る
力
作
が
集

ま
り 、
今
回
も一
般
部
・

条
幅

「
第
57
回
全
国
競
書
大
会」

2
7
5
4

点 、
半
紙
4
0
9
4

字～
（
主
催
11

公
益
社
団
法
人
創
玄

点 、
学
生
部
2

万
5
1
1
2

点

＂ぃU.

書
道
会
）

審
査
会
が
昨
年
11
月

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た 。

18
.

19
日 、
金
子
鵬
亭
記
念
創

三
浦
さ
ん
か
ら
次
の
コ
メ
ン

玄
会
館
内
（
豊
島
区
目
白
）

で

卜
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 。

行
わ
れ 、
室
井
玄
齊
理
事
長
は

●
大
会
参
加
に
あ
た
り 、
私
は

司
作
曲
）

を
軽
や
か
に
演
奏
し 、

「
銀
賞」
を
受
賞
し
ま
し
た 。

4
名
を
代
表
し
て 、
渡
這
さ

ん
か
ら
次
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た 。

●
今
回 、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重

奏
で
演
奏
し
た
曲
は
コ
ー

チ
が

選
曲
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た 。

と
て
も
難
し
い
曲
で 、
本
当
に

で
き
る
の
か 、
と
て
も
不
安
で

し
た 。ま

た 、
今
回
中
学
生
と一
緒

に
出
場
し
ま
し
た
が 、
中
学
と

高
校
の
区
別
無
く一
緒
に
源
奏

で
き
た
こ
と
が
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す 。
9

月
頃
か
ら
練
習

を
始
め 、
本
番
瞑
前
ま
で
不
安

や
緊
張
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い

で
し
た
が 、
「
銀
賞」
と
い
う

良
い
結
果
を
残
せ
て
良
か
っ

た

で
す 。ま

だ
ま
だ
反
省
点
や
伸
び
し

(3) 令和3年6月30日 文 束 学 第768号

「
第
44
回
東
京
都
高
等
学
校

ア
ン
サ
ン
プ
ル
コ
ン
テ
ス
ト」

（
主
催
11

東
京
都
高
等
学
校
吹

奏
楽
連
盟
）

が
1

月
5•
6
日 、 松井さん 渡邊さん

【
吹
奏
楽
部】

東
京
都
高
等
学
校

｝
琵
認
噂

「
銀
賞」

三浦さん

府
中
の
森
芸
術
劇
均
で
開
催
さ

れ
ま
し
た 。

渡
追
那
月
さ
ん
と
松
井
凪
沙

さ
ん
（
現
高
3

萩
）、
坂
田
和

央
さ
ん
（
現
高
1

楓
）

と
橋
本

妃
香
さ
ん
（
硯
中
3

桃
）

が 、

5
日
に
ふ
る
さ
と
ホ
ー

ル
で
行

わ
れ
た
木
管
部
門
・

ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
四
菫
奏
の
部
で
『
お
団
子

ヘ
ア
の
女
の
子』
（
八
木
澤
教 橋本さん 坂田さん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で 、
各
部
・

個
人
と
も
に
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
中 、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習

や
課
題
に
熱
心
に
取
り
組
み 、
こ
の
1

年
間
に
各
大
会
で
続
々
と
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た 。（

顔
写
真
提
供
11

ス
タ
ジ
オ・
ト

ナ
ミ）

高
校
生
活
も
残
り
半
年
で
す

が ‘
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て 、

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
大
会
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す 。

「
春
季
大
会
兼
関
東
大
会
予

選
大
会」
（
主
催
ー

東
京
都
高

等
学
校
体
育
遮
盟
）

が
5

月

5
.
9
.

16
日 、
十
文
字
高
校

他
で
開
催
さ
れ 、
本
校
は
下
北

沢
成
徳
高
校
や
共
栄
学
園
高
校

と
の
激
戦
を
制
し
優
勝 。
関
東

大
会
へ
の
27
大
会
達
続
28
回
目

の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た 。

関
東
大
会
は
6

月
5
日
・
6

日 、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
連
動

公
園
総
合
体
育
館
（
茨
城
県
）

で
開
催 。
全
員
バ
レ
ー

に
よ
る

ろ
が
あ
り
ま
す
の
で 、
今
後
は

さ
ら
に
上
を
目
指
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す 。
【
高
校
バ
レ
ー

ポ
ー

ル
部】

関
東
大
会「
準
優
勝」

至
沼
砧
哄．
ブ
ー
発

「
第
20
回
憚
知
山
市
佐
藤
太

清
賞
公
募
美
術
展」
が
昨
年
秋

に
行
わ
れ 、
本
校
の
齊
藤
亜

紀
さ
ん
（
現
高
3

梅
）

が
「
絵

画
の
部」
に
入
賞
し
ま
し
た 。

同
展
は 、
現
代
日
本
画
壇
の

重
鎮
で
平
成
4

年
に
文
化
勲
章

を
受
章
し 、
第一
線
で
活
躍
す

る
多
く
の
日
本
画
家
を
育
成
し

た
故
佐
藤
太
清
画
伯
の
功
績
を

讚
え 、
同
氏
の
故
郷
・

京
都
府

罰
山
市
が
主
催
す
る
公
募
展

5
月
30
日
か
ら
は
「
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
予
選
大
会」
（
駒
場
高

校
他
）

が
ス
タ
ー
ト
し 、
本
校

は 、
3
日
目
の
6

月
20
日
時
点

で
四
頼
入
り
を
果
た
し 、
27
日

に
開
催
さ
れ
る
代
表
決
定
リ
ー

グ
ヘ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
（
結

果
は
次
号
掲
載
）。

廣
田
あ
い
キ
ャ

プ
テ
ン
(
3

杉
）

か
ら
次
の
コ
メ
ン
ト

が
届

き
ま
し
た 。

●
関
東
大
会
予
選
大
会
は
新
チ

ー
ム
に
な
っ

て
初
め
て
の
試
合

で
「
絶
対
に
優
勝
す
る
！」
と

い
う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た 。

一
番
大
変
だ
っ

た
試
合
は 、

決
勝
戦
の
共
栄
学
園
高
校
で

す 。
1

セ
ッ
ト
目
を
先
取
さ
れ 、

追
い
か
け
る
形
の
試
合
と
な

り 、
課
題
が
残
り
ま
し
た
が 、

勝
利
へ
の
弾
い
目
標
を
持
ち 、

「
準
優
勝」
を
勝
ち
取
り
ま
し

た 。

予
選
を
1

位
で
通
過
し 、
関
東

大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
て
ホ

ッ
と
し
ま
し
た 。

関
東
大
会
は 、
準
々
決
勝
で

春
日
部
共
栄
高
校
（
埼
玉
）

と

戦
い
勝
ち
ま
し
た 。
準
決
勝
で

八
王
子
実
践
高
校 、
決
勝
で
下

北
沢
成
偲
高
校
と
の
東
京
4

頼

の
戦
い
で 、
私
た
ち
が
相
手
の

対
策
を
練
る
以
上
に 、
相
手
チ

ー
ム
も
私
た
ち
へ
の
対
策
を
練

っ
て
い
る
こ
と
を
対
戦
中
に
実

感
し
ま
し
た 。
ど
の
チ
ー

ム
も 、

予
選
大
会
の
時
よ
り
も
は
る
か

に
弾
く
な
っ

て
い
て 、
決
勝
で

は
1
,
2
で
敗
れ 、
私
た
ち
の

課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た 。

相
手
に
よ
っ

て 、
ど
の
よ
う

に
攻
撃
す
る
か
守
る
か
を
さ
ら

に
具
体
的
に
明
確
化
す
る
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た 。

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
予
選
決
勝
に
臨
み
ま

す 。

/-—ー← ・
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全員バレーで練習に励む生徒たち（撮影時のみマスクなし）

一
天全三
会且羅
委醤部ー戸 一
頁

大
長＾
幽 Z
巴

隷
書
の
文
字
を
書
き
ま
し
た 。

そ
れ
を
書
こ
う
と
思
っ

た
き
っ

か
け
は 、
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
書
い
た
時
に 、

や
り
が
い
と
楽
し
さ
を
感
じ
た

か
ら
で
す 。

隷
蓄
は
字
体
が
扁
平
で 、
右

上
が
り
に
な
ら
ず
に一
定
の
速

さ
で
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

た
め 、
書
き
慣
れ
る
ま
で
か
な

り
時
間
が
か
か
り 、
苦
戦
し
ま

し
た
が 、
10
年
近
く
書
と
向
き

合
い 、
大
き
な
大
会
で
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
て 、
達
成
感
と
喜
ぴ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

齊藤さん

【
美
術
部】

福
知
山
市
佐
藤
太

清
賞
公
募
美
術
展

「
入
賞」

で 、
日
本
画
の
若
手
登
竜
門
で

す 。
今
回
は 、
全
国
25
都
道
府

県
よ
り
1
4
8

点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た 。

そ
の
う
ち
の
入
選
・

入
賞
作

品
69
点
を
展
示
す
る
巡
回
展

が 、
今
年
1

月
か
ら
3

月
に
か

け
て
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た 。
関
東
で
は
「
横
浜
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
1

号
館」
と
「
板
橋
区

立
美
術
館」
が
会
場
と
な
り 、

多
く
の
来
場
者
が
作
品
を
堪
能

し
ま
し
た 。

齊
藤
さ
ん
の
作
品
テ
ー

マ
は

「
生
と
死
S

そ
し
て
末
来
へ

s」 。
そ
の
想
い
を
次
の
よ
う

に
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た 。

9
の
テ
ー

マ
は 、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
生
死 、
自
身
の
誕
生

と
母
と
の
別
れ
で
す 。
こ
の
絵

の
モ
デ
ル
で
も
あ
る
貴
船
神
社

は 、
私
の
誕
生
と
母
と
の
別
れ

を
象
徴
す
る
場
所
で
す 。

ま
た 、
絵
を
描
く
こ
と
に
な

っ
た
時
期 、
コ
ロ
ナ
で
命
を
落

と
す
人
々
が
増
え
た
こ
と
で 、

生
と
死
を
頼
く
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た 。
そ
こ
か
ら
明

る
い
末
来
へ
と
繋
げ
ら
れ
る
よ

ぅ 、
「
末
来
へ」
と
い
う
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
設
け
ま
し
た 。

「
生
と
死」
と
い
う
テ
ー

マ

の
通
り 、
生
だ
け
で
は
な
く
死

を
表
現
す
る
た
め
に 、
骸
骨
を

森
の
中
に
潜
ま
せ 、
藩
在
的
な

死
と
い
う
存
在
を
表
現
し
ま
し

た 。
私
た
ち
は
普
段 、
当
た
り

一

前
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
け
れ
i

ど 、
い
つ
だ
っ

て
死
と
隣
り
合
i

わ
せ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を 、

一

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
痛
感
し
ま
し

[

た 。
こ
の
テ
ー

マ
を
表
す
た
め
t

に 、
死
を
分
か
り
や
す
く
表
せ
i

る
骸
骨
を
死
神
に
見
立
て
ま
し
i

た 。
今
後
も
公
募
展
に
出
晶
し
＇

て 、
絵
画
部
門
で
大
賞
を
目
指
[

し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
，"i

 

と
思
い
ま
す 。
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中学では、昨年度より全学年を通じて「SAKURA
Card」プロジェクトを推進しています。考案者は、中
3学年サポートのジョン・サイパル(John Sypal)先
生。コロナ禍で、日々みんながマス クを着用する中
「生徒も自分もお互いの顔が判りにくい。個々の顔
写真とそれぞれの情報が判るものを共有できれば」
と考えました。

「SAKURA Card」の名称は、中学・高校のシンポ
ルマ ークである「富士と桜」にちなんでいます。生徒
が桜色・桜形の用紙に「氏名・学年・クラス」「誕生日」
「してみたいこと」「すきなこと（物）」「苦手 なこと
（物）」を自由に記入し、個々がお気に入りの顔写真

と一緒に貼付して完成。現在、校舎2階コンピュ ータ
ルー ム傍の壁にクラスごとに展示され、生徒たちが
お互いを知るために役立っています。サイパル先生
は、次のように成果を喜んでいます。

「生徒たちはス マホアプリを熟知してい るので、
顔写真に動物の耳やヒゲがついたり、 目が大きく
なったりして元の顔が判らないものもあるけれど、
写真選びをとても楽しんでいた上、 それぞれがお
気に入りの写真なのだから構わないのです。 このカ
ー ドを見ることで、 クラス メイトだけではなく、 憧
れの先輩の情報を得たり、 後輩の知らない部分を
知ったりと、 とても良いコミュニケ ーションツ ール
になっていることがうれしい。 会話のきっかけとし
て上手に利用して、 皆仲良くなってほしいですね」

さ らに、 英会話を学びたいと願う全ての人々に
次のメッセ ージを贈りました。

「何かパー フェクトに話そうとするよりも、興味の
あること、 楽しいことについて話すほうがよいです
ね 。 粗手に知ってほしいことがあるとよいと思いま
す。 あなたが相手と英語でコミュニケ ーションをと
りたいと願うならば、笑顔で話して楽しんで！」

「SAKURA Card」の前で談笑する
サイパル先生と生徒

「SAKURA Card」
サンプル

口 口
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第 768 号

く本凜キャンパス〉
学校沿ひ3ば疋学園
文京学院大学外国語学部・経営学部·
人間学部・保健医瞑技術学部／大学院
／文京·院込学生涯浮習センター
〒 113-8668 東尿都又尿区I司丘1-19-1

..大 03-3814-1661生涯 03-5684-4816

文京学転人学文京幼稚閲
〒 113-0023 東京有又尽区l口J_5:2-4-1

匹幼 03-3813-3771

左
か
ら
亀
川
副
学
長 、
牛
窪
氏 、
塚
本
氏 、
井
上
氏 、

福
井
副
学
長 、
田
中
氏 、
島
田
理
事
長

文京学院大学開学30周年記念シンポジウム

渋沢栄一に学ぶ
現代の大学教育

。看護学研究科開殷..,
教育的看護実践能力の育成を目指し

只
℃

0 0 

横田素美看護学研究科委員長・教授゜

2021 年 4 月、新たに文京学院大学大学

院看護学研究科を関設することができまし

た。

設置認可を頂いた時期が昨年10月でし

たので、募集期間も限られ、本年度の入学

生は4名に止まりましたが、いずれの院生

も、新たな知識の修得と看護現 象を熟思で

きる力の鍛錬に鋭意努力しています。

看護は、あらゆる年代、あらゆる健康レベルの方を対象と

して、対象者自らが健康を保持・増進、あるいは回復してい

ける力を獲待することを支援する役割を担っています。 しか

しながら、自己管理力を対象者が獲得できるように支援する

ことは、決して容易ではなく、看護実践の中でも高度なもの

です。

そのため、本研究科は、自己管理力に必要な意思決定や

行動変容を支援する教育的な看護実践力を修得し、臨床現

場にその研究成果を還元できる人材の育成を目的として開設

しました。

また、最期まで対象者が、尊厳ある存在として生活できる

ことを支援できる高い倫理観を備えた人材を輩出していきま

す。

g
横田委員長

くふじみ野キャンパス＞
父京学院大学人間学郎・保健ヤ＿涌北妙胆哨〖
／大学院／文京学院大学ふじみ野幼稚園
〒356-8533 埼這ふじみ野市亀久保1196

匹大 049-261-6488 幼 049-262-3806

＜胴込キャンバス〉
文京学院大学女子高等学校／文京学院
人·· べ子巾学校
〒 113-8667 東京都又京区本駒込 6-18-3

をr03-3946-5301

当
日
は 、
川
越
仁
恵
経
営
学

部
准
教
授
の
司
会
に
よ
り 、
ま

ず
櫻
井
隆
学
長
が
挨
拶 。
続
い

て 、
島
田
昌
和
理
事
長
／
渋
沢

研
究
会
代
表
が
「
渋
沢
栄一
の

社
会
像
か
ら
み
た
硯
代
教
育」

を
滅
題
に
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た 。
渋
沢
が
考
え
て
い
た

社
会
の一
っ
と
し
て
「
家
柄
や

出
自
で
決
ま
る
の
で
は
な
く 、

個
人
の
持
つ
意
欲・
能
カ・
オ

覚・
覚
悟
で
評
価
さ
れ
る
誰
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
社
会」
を

紹
介 。
さ
ら
に
「
大
学
教
育
は

令和3年(2021年）

6 月 30 B 

第 768 号
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当
日
は 、
同
大
学
東
洋
学
部

の
学
生
14
名
と 、
本
学
学
生
13

名
が
参
加 。
自
己
紹
介
や
他
己

紹
介
で
お
互
い
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
っ

た
中
で 、
本
学
学
生

が 、
一
日
の
過
ご
し
方
や
ゼ
ミ

ナ
ー

ル
活
動 、
大
学
周
辺
の
お

す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や 、
日
本
の

完

文
化 、
四
季
に
つ
い
て 、
日
本

語
で
丁
寧
に
紹
介
し
ま
し
た 。

＂
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掲載された美術教科書表紙

同
大
学
生
か
ら
は
「
大
学
で
は

何
を
学
ん
で
い
ま
す
か」
「
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
来
て
く
だ
さ

い」
と
日
本
語
で
メ
ッ

セ
ー

ジ

が
あ
り
ま
し
た 。
「
と
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん」
と
い
う
日
本
語

独
特
の
表
現
も
流
鴫
に
話
す
同

大
学
生
に 、
本
学
学
生
も
驚
き

な
が
ら
も 、
会
話
が
弾
み 、
両

大
学
生
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
1

時
間
半
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
と
な
り
ま

し
た 。絵

葉
書
で
交
流
を

し
た
プ
ル
ガ
リ
ア 、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

大
学
か
ら
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
流
希
望

が
あ
り 、
今
後
も
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新

し
い
国
際
交
流
を
実

施
し
て
い
き
ま
す 。

ォ
ン
ラ
イ
ン
交
流

に
参
加
し
た
本
学
外

国
語
学
部
2

年
（
当
時）
の
尾

崎
慶
太
郎
さ
ん
か
ら 、
次
の
コ

メ
ン
ト

が
届
き
ま
し
た 。
「
手

紙
の
や
り
取
り
は
中
学
生
の
頃

以
来
で 、
殿
近
は
書
く
こ
と

も 、
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た 。
そ
の
た
め 、
異

国
の
会
っ

た
こ
と
も
な
い
方
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
絵
莱
書
を

受
け
取
っ

た
時
は
不
思
議
な
感

覚
で
し
た 。
今
回
は
絵
葉
書
で

交
流
を
図
っ

た
相
手
と
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
会
う
初
の
機
会
で
し

た
が 、
ア
ル
フ
ァ

ラ
ビ
カ
ザ
フ

国
立
大
学
の
学
生
全
口
が
日
本

語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
を
つ
と
す
る
意
欲
が
と
て
も

華
く 、
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し

た 。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
今
後

も
活
か
し 、
外
国
の
方
と
積
飯

的
に
交
流
を
図
っ

て
い
き
た
い

で
す」

著
送。T
0

透．．
萎
至
醤
累
累
羅

ォ
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5
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

守
ら
れ 、
声
を
あ
げ
ら
れ
る「
了

た 。
以
下
は
そ
の一
部
で
す 。

「
地
域
連
携
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
フ

ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち」
を
目

「
海
外
の
子
ど
も
の
様
子
や

ミ
コ
ム」
（
文
京
ヌ）
主
催
の

指
し
て
い
ま
す 。

権
利
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

ラ
イ
プ
配
偏
「
フ
ミ
コ
ム

1
9
8
9

年
に
国
連
で
採
択

か
っ

た
で
す 。
子
ど
も
の
声
を

c
a
f
e

オ
ン
ラ
イ
ン」
に 、

さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条

丁
寧
に
聞
き 、
一
諸
に
考
え 、

偽
語字
部
の
甲
斐
田
万
智
子

約」
を
日
本
が
1
9
9
4

年
に

一
緒
に
行
動
し
て 、
一
綺
に
ゴ

覧
が
登
壇
し
ま
し
た 。

批
准
し
て
四
半
世
紀
が
経
過

ー
ル
に
向
か
い
た
い
と
思
い
ま

同
イ
ベ
ン
ト
は 、
「
こ
ど
も

し
て
い
ま
す
が 、
残
念
な
が
ら

し
た 。
発
言
を
頼
制
せ
ず
に 、

の
日」
に
際
し 、
子
ど
も
に
や

「
子
ど
も
の
貧
困」
や 、
若
年

相
談
し
や
す
い 、
思
い
を
言
い

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

層
の
巨
殺
率
の
高
さ 、
児
童
虐

や
す
い
環
境
や
機
会
を
つ
く
る

私
た
ち
大
人
は
何
が
で
き
る
の

待 、
性
的
搾
取
な
ど 、
子
ど
も

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す 。

か
を
参
加
者
と
共
に
考
え
よ
う

が
直
面
す
る
問
題
は
深
刻
化
し

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

と
い
う
も
の
で
し
た 。
甲
斐
田

て
い
ま
す 。

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

一

霞
は 、
子
ど
も
の
人

想
国

今
回
の
「
フ
ミ
コ
ム
C
a
f

で
す」

際
協
力
な
ど
を
専
門
分
野
と

e
オ
ン
ラ
イ
ン」
で
甲
斐
田
教

し 、
認
定
N
P
O
法
人
国
際
子

授
は 、
子
ど
も
を
知
識
や
経
験

．

ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

（
C
ー

が
な
い
未
熟
な
存
在
と
し
て
差

R
i
g
h
t
s)

代
表
理
事
で

別
す
る
の
で
は
な
く 、
権
利
の

・4.

も
あ
り 、
子
ど
も
が
暴
力
か
ら

主
体
と
し
て
見
つ
め
直
す
こ

と

そ
し
て

子
と
も
が
辛
い

—

|＇

‘

、
‘

目
に
あ
っ

た
時
は 、
身
近
に
相

ま
5
楳
3

陀
固
で

頑豆 ？
マ
u-＿
ら
中

談
で
き
る
人
が
い
る
こ
と 、

if

闊
の
取
組
み
方
に
つ
い
て
疑

3ゞ-e

問
に
屈
っ

た
時
は 、
安
心
し
て

意
見
を
言
っ

た
り
話
し
合
え
る

場
が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
t
. .

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た 。

参
加
者
か
ら
は 、
た
く
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

「
渋
沢
栄一
に
学
ぶ
現
代
の
大
学
教
育」
を
テ
ー

マ
に
「
本
学
開
学
30
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム」
が
6

月
19
日 、
仁
愛
ホ
ー

ル
に
て
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
プ
同
時
配
信
の

腐
で
開
催
さ
れ 、
登
壇
者
が

欝
へ
の
頷
い

畜
り
ま
し
た 。

『
人
と
し
て
の
向
上
心
を
持
つ

ベ
ー

ス
を
傭
え
た
人
材』
『
組

房
枠
を
超
え
て 、
人
と
価
値

を
共
有
す
る
こ
と
で
結
び
つ

き 、
協
力
体
制
を
構
築
で
き

る
人
材』
を
育
成
す
る
役
割
が

あ
る
こ
と」
な
ど
を
説
い
た
渋

沢
の
言
葉
に
触
れ
ま
し
た 。

続
い
て 、一
橋
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
の
田
中一
弘

教
授
か
「
渋
沢
栄一
の『
2

つ

の
道
理』
か
ら
み
た
現
代
教

育」
を
演
題
に
苗
調
講
演
を
行

い
ま
し
た 。
「
渋
沢
と一
橋
大

学
と
の
関
わ
り」
を
皮
切
り

に 、
「『
道
理』
を
大
切
に
し
た

覧」
と
し
て
「
人
は
何
よ
り

も
ま
ず 、
道
理
を
明
ら
か
に
せ

ね
ば
な
ら
ぬ」
「
道
理
正
し
い

私
利
で
あ
れ
ば 、
私
利
即
ち
公

益
で
あ
る」
と
い
う
言
葉
を
紹

介 。
さ
ら
に 、
「
合
理
と
倫
理
の

2
つ
の
道
理」
「
学
問
と
実
際

の
密
羞
（
学
部
・

社
会
人
教

育）」
な
ど 、
渋
沢
が
現
代
の
大

学
教
育
へ
示
唆
し
た
内
容
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た 。

そ
れ
ら
を
受
け
て
行
わ
れ
た

バ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
で

は 、
本
学
の
亀
川
雅
人
副
学
長・

特
任
教
授
／
立
教
大
学
名
誉
教

授
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー

に 、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
島
田
理
事
長 、

田
中
氏 、
み
ず
ほ
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー

プ
名
誉
顧
問
の
塚

本
降
史
氏 、
清
水
建
設
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
の
井
上
和

幸
氏 、
イ
ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ

代
表

取
締
役
／
立
教
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

客
員
教
授
の
牛
窪
恵
氏
（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加） 、
本
学
の
福
井

勉
副
学
長
・

教
授
が
登
壇 。

欝
研
究
会
会
員
で
あ
る
塚

本
氏
は 、
渋
沢
が
説
く
「
道
偲

経
済
合一
」
の
価
値
観
に
共
嗚 ゜

維
新
後
の
日
本
に
あ
っ

て
産
業

振
興 、
教
育 、
社
会
事
業 、
民

問
外
交
な
ど 、
時
代
の
直
面
す

る
難
類
に
挑
戦
し
続
け
た
渋
沢

の
使
命
感
と
気
概
に
学
び 、
現

代
に
生
き
る
我
々
が
担
う
べ
き

高
い
志・
ミ
ッ

シ
ョ

ン
に
迫
り

ま
し
た 。

井
上
氏
は 、
1
8
8
7

年
か

ら
約
30
年
間 、
渋
沢
が
同
社
相

談
役
と
し
て
経
常
指
導
を
行
っ

た
こ
と
に
触
れ
ま
し
た 。
渋

沢
の
『
論
語
と
算
盤』
を
「
社

是」
と
捉
え 、
そ
の
精
神
が 、

同
社
共
遥
の
経
営
姿
勢
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
る
様
子
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た 。

牛
窪
氏
は 、
渋
沢
が
世
界
的

な
経
営
思
想
家
ド
ラ
ッ

カ
ー

の 、
現
代
の
S
D
G
S
に
も
繋

が
る
「
社
会
的
責
任」
の
概
念

に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
触

れ
ま
し
た 。
さ
ら
に 、
設
立
に

尽
力
し
た
富
岡
製
糸
場
に
お
い

て
「
女
性
の
活
躍
推
進」
の
碗

と
な
っ

た
試
み
に
つ
い
て
力
説

し
ま
し
た 。

福
井
副
学
長
は 、
渋
沢
の「
人

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
や
社
会
の

一
貝
と
し
て
責
任
を
果
た
す

利
他
恩
想
の
根
幹
は 、
教
育
に

施
用・
活
用
で
き
る
視
点
で
あ

る」
と
考
え 、
今 、
求
め
ら
れ

る
教
育
実
践
の
在
り
方
を
渋
沢

の
思
想
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
想

い
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た 。

来
場
者
は
熱
い
議
論
に
燕
心

に
耳
を
傾
け 、
時
が
経
つ
の
を

忘
れ
て
心
ゆ
く
ま
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た 。

e 
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環
境
大
臣
感
謝
状

息

胃

塵
部
の

喜

信
彦
教
授
は 、
令
和
3

年
3

月 、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
方
法
に

関
す
る
顔
境
省
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し 、
技
術
的
助
言
を

提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
19
団

体・
4

個
人
の一
人
と
し
て「
躙

塙
大
臣
感
謝
状」
を
受
領
し
ま

し
た 。古

谷
教
授
は 、
環
境
省
が
作

成
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
方
法
を
決
定
し 、
医

療
機
関 、
処
理
業
者 、
一
般

家
庭
に
対
す
る
周
知
資
料」

の
中
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
点
に
つ
い
て 、
珊
境
省

か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け 、

古
谷
教
授
の
専
門
で
あ
る
感

染
学・
感
染
制
御
学
の
観
点

か
ら
科
学
的
根
拠
に

基つ
い

て
回
答
し
て
き
ま
し
た 。

古
谷
教
授
は
次
の
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
ま
し
た 。
「
廃
棄
物
は

処
理
業
者
が
収
集 、
運
搬
し 、

欝
し
ま
す
が 、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
家
庭
で
療

養
さ
れ
て
い
る
場
合
は 、
通
常

で
も
地
震
発
生
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
「
初
動」
に

内
容
を
絞
り 、
ま
た 、
読
ま
ず

に
内
容
が
瞬
時
に
理
解
で
き
る

よ
う一
目
で
わ
か
る
「
イ
ン
フ

ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク」
を
活
用
し

て
英
語
版
・

中
国
語
版
・
日
本

語
版
(
P
D
F
版
の
み）
を
制

作
し 、
発
表
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
で
す 。

の
廃
棄
物
と
感
染
性
廃
棄
物
が

分
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん 。
処
理
業
者
に
集
団

感
染
が
起
こ
っ

た
場
合
は 、
廃

棄
処
理
が
滞
り 、
感
染
性
廃

棄
も
医
療
機
関
あ
る
い
は
家

庭
内
で一
時
保
管
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
が
生
ま
れ 、
感
染
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す 。
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
っ

に
舞
境
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
方
法
の
決
定
と 、
医
療
機

関 、
処
理
業
者 、
一
般
家
庭
に

対
す
る
そ
の
周
知
資
料
の
作
成

に
協
力
い
た
し
ま
し
た」

e
'
書
に
輝
載
外
日

命

品

屑――ュ
ア
ル」

本
学
が
2
0
1
6

年
に
制

作•
発
表
し
た
外
国
人
向

け
「
地
展
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル」

が 、
令
和
3

年
度
か
ら
使
用
さ

れ
る
開
隆
堂
出
版
の
「
中
学
校

(
2
.
3

年
生
用）
美
術
教
科

書」
に 、
「
安
心
と
安
全
の
デ

ザ
イ
ン」
の一
例
と
し
て
掲
載

さ
れ
ま
し
た 。
中
学
校
美
術
の

贅
書
へ
の
掲
載
は 、
今
回
が

初
め
て
と
な

り
ま
す 。

同
マ
ニ
ュ

ア
ル
は 、
地

震
の
経
験
や

防
災
知
識
が

薄
い
外
国
人

r 
.. 
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「地震防災マニュアル」掲載ペー ジ

-
Et
デ恐甜
冤

芸
迄
巳

屠――
で
浪
沢
を
暉
る

しす
に

オンライン交流で絵葉書を見せ合う学生たち

i 
（上から2段目左端）甲斐田教授

本学は、 3年に一 度学生がユ ーラシ

ア大陸諸国を訪問し、各国の大学との
様々な交流活動を行う「新・文明の旅」

プログラムを実施しています。 本来な

らば昨年度第 4回目を実施予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大によ

り難しい状況となり、1年延期をして今

年度 4月より授業を再開しました。

第4回目のテーマは「持続可能な未来

に向かっての学び～幸福とは何か～」で

す。学生は訪問予定国のタイ王国、 カン

ボジア王国、インドネシア共和国が抱

える社会問題について現状を知り、持

続可能な未来に向かって我々ができる

ことについて学んでいきます。前期授

業では、訪問国の駐日特命全権大使に

よる講義等を実施し、3カ国について調

査・研究をし て理解を深めます。後期

授業では、前期で学んだ知識を活用し

て、学部・学年の枠を超えて協働しな

がら、プレゼンテ ーション等のアウ ト

ブット中心の授業を実施します。

6月1日には、駐日 カンボジア王国

のウン・ラチャナ特命全権大使が来校

し、受講生約60名に対し「Lecture

on The Kingdom of Cambodia」を タ

イトルに講義を行いました。 今後も新

型コロナウイルス感染状況を見なが

ら、学生の多種多様な学びや、海外の

学生と の交流を深めることができるプ

ログラムを展開していきます。

ラチャナ大使（右中央）と本学教員の会談

ラチャナ大使による講義

e

EHAGA

K真直闊

羹
施
し
て
い
ま
す 。
絵
墨
累
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
フ
ァ

ラ
ビ
カ
ザ
フ
国
立
大
学
と 、
2

月

26
日
に 、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
ま
し
た 。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
e
大
学
と

オ
ン
ラ
イ
ン
交
琉
実
施

晟
に
寄
与
す
る
こ
と

と
し
て 、
連
携
協
定

い
た
り
ま
し
た 。

殷
方
の
関
係
者
が
見

ざ，＇
に

小
林
惑
人
ふ
じ
み
野

嵐
会
議
長
（
当
時）
と
櫻
井

陸
長
が 、
連
携
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た 。
同
協
定
に
基
つ

き 、
人
材
の
交
流
及
び
育
成 、

大
学
図
書
館
と
議
会
図
書
室
と

の
連
携
や
市
議
会
の
政
策
形
成

Q21
日 、
本

人
材
の｛

…

…

…

■

学
は 、
ふ
じ
み
野
市
議
会
と
の

を
目
的

連
携
協
定
を
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン

締
結
に＇

バ
ス
に
て
締
結
し
ま
し
た 。

当
日
1

本
学
と
ふ
じ
み
野
市
議
会

f
21、

は 、
相
互
の
連
携
協
力
の
下
に 、

今
後
の
社
会
を
担
う
学
生
と
議

会
と
の
関
わ
り
合
い
や
議
芸
と

地
域
の
大
学
が
関
わ
る
人
材
交

流
を
図
る
基
盤
を
整
備
し 、
地

域
貢
献
及
び
社
会
貢
献
を
担
う

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
連
携

頼
化
を
推
進
す
る
こ
と
で 、
学

生
は
よ
り
身
近
に
議
会
の
活
動

を
知
り 、
ふ
じ
み
野
市
が
砲
え

る
課
題
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
知
る

こ
と
が
可
能
と
な
り 、
ま
ち
づ

く
り
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
学
習
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す 。
本
学
は
今
後
も
学

生
の
学
ぴ
の
視
野
が
広
が
る
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す 。

ふじみ野市議会と文京学院大学との
連携に関する協定書 締結式

（左から）小林議長（当時）、櫻井学長

5
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
タ

シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
（
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン）・
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
中
高
等
教
育
省
共
催
の
学

術
国
際
会
議
に 、
経
常
学
部
の

絹
JI
直
良
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン

五
瑣
し
「
日
本
の
金
融
市
場

の
発
展
C
O
VI
D'
19
の
影
響� 絹川教授

新
興
経
済
国
に
向
け
た
日
本
の

経
験
と
そ
の
意
義」
を
テ
ー

マ

に
6

人
の
基
調
講
涸
者
の
1

人

と
し
て
発
表
し
ま
し
た 。

タ
シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
と
本

学
は 、
教
育 、
研
究 、
そ
の
他

の
関
連
分
野
に
お
け
る
交
流

・

男
を
目
的
と
し
て 、
2
0

2
0

年
1

月
に
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
ま
し
た 。
今
回
の
学

術
国
際
会
議
は 、
「
親
代
社
会

に
お
け
る
企
業
経
営 、
経
済 、

技
術 、
社
会
科
学
の
頭
化」
を

テ
ー

マ
に
掴
え
て
開
催
さ
れ 、

当
日
は
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ

た
経
済・
経
常
を
専
門
と
す
る

研
究
者
が
登
壇
し
ま
し
た 。

絹
川
教
授
は 、
次
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す 。
「
今

回 、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い

て
I

M
F
Q
磁
謡
貨
基
金）

が
公
開
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
に
も
目
を
遥
し
ま
し
た

が 、
日
本
の
経
験
を
活
か
せ
る

領
域
は
非
常
に
広
い
と
感
じ
ま

す 。
タ
シ
ケ
ン
ト

金
融
大
学
と

の
交
流
を
深
め
る
過
程
で 、
意

見
交
換
の
場
が
拡
が
る
こ
と
に

期
待
し 、
私
も
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す」

ベ
キ
ス
タ
ン
の
学
鰤
日
匹
会
議
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ウ
ズ

絹
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授
が

晶
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